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未
近
江
・

八
日
市
北
小

乗
近
江
市
の
八
日
市
北

小
学
校
に
、
洋
菓
子
製
造

販
売
「
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ
」

（
近
江
八
幡
市
）
社
長
兼

グ
ラ
ン
シ
ェ
フ
の
山
本
隆

夫
さ
ん
（
四
t
）
が
訪
れ
、
六

年
生
六
十
九
人
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
菓
子
の
作
り
方
を

指
導
し
た
。

山
本
さ
ん
は
四
年
前
、

洋
菓
子
作
り
の
技
術
を
競

う
世
界
大
会
で
、
日
本
チ

ー
ム
主
将
と
し
て
優
勝
に

導
い
た
。
今
回
菓
子
作
り

に
選
ん
だ
の
は
、
と
ろ
け

る
チ
ョ
コ
が
人
気
の
焼
き

菓
子
フ
ォ
ン
ダ
ン
シ
ョ
コ

ラ
と
、
ア
ー
モ
ン
ド
シ
ョ

コう。児
童
は
ア
ド
バ
イ
ス
を

真
剣
な
表
情
で
聞
き
、
オ

ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
で
菓
子
が

焼
き
上
が
る
と
笑
顔
が
広

が
っ
た
。
寺
元
涼
葉
さ
ん

（
二
一
）
は
「
楽
し
か
っ
た
。
焼

き
た
て
は
お
い
し
い
」
と

頬
張
っ
た
。
山
本
さ
ん
は

「
失
敗
し
て
学
ぶ
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
た
か
っ
た

が
、
失
敗
が
な
く
び
っ
く

り
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

県
教
育
委
員
会
の
食
育

出
張
講
座
の
一
環
で
、
県

洋
菓
子
協
会
と
フ
ジ
ノ
食

品
（
東
近
江
市
）
の
協
力
で

開
い
た
。
（
前
場
英
則
）

山
本
隆
夫
さ
ん
㊧
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
作
り

を
学
ぶ
児
童
＝
棄
近
江
市
の
八
日
市
北
小
学
校
で

和
洋
菓
子
職
人
が
授
業
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憧
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押しイ手
身ぶりだけで伝える「伝達ゲーム」に挑戦
す－る児童ら。正解は「水泳」

＝甲賀市立甲南第2小学校で

甲
賀
市
立
甲
南
第
2
小
学

校
5
年
の
教
室
で
、
同
市
甲

南
町
に
住
む
聴
覚
障
害
者
、

木
村
茂
一
さ
ん
（
5
6
）
が
「
イ

ノ
シ
シ
」
と
書
か
れ
た
紙
を

見
せ
た
。
男
子
児
童
は
同
級

生
の
肩
を
た
た
き
、
両
手
両

膝
を
床
に
つ
け
、
ぐ
る
ぐ
る

回
っ
た
。
同
級
生
が
首
を
ひ

ね
り
、
教
室
は
笑
い
声
に
包

ま
れ
た
。
5
人
目
が
導
き
出

し
た
答
え
は
「
猿
」
。
別
の

グ
ル
ー
プ
の
お
題
は
、
「
水

泳
」
と
「
野
球
」
。
水
か
き

と
ス
イ
ン
グ
の
動
作
で
正
解

し
た
。
声
を
使
わ
ず
に
意

思
を
伝
え
る
伝
達
ゲ
ー
ム

だ。
木
村
さ
ん
が
手
話
で
語
り

か
け
た
8
　
「
聴
覚
障
害
者
に

出
会
っ
た
ら
、
手
話
が
で
き

な
い
か
ら
と
い
っ
て
逃
げ
な

い
で
。
身
ぶ
り
や
筆
談
で
も

会
話
は
で
き
る
。
分
か
り
ま

児
童
は
一
斉

に
両
手
で

「
O
」
を
作

った。木
村
さ
ん

は
同
市
社
会

福
祉
協
議
会

が
派
遣
す
る

ゲ
ス
ト
テ
ィ

ーチャー。
視
覚
や
四
肢

に
障
害
の
あ

る
人
の
講
演

で
は
ア
イ
マ
ス
ク
や
車
椅
子

を
使
い
、
障
害
に
理
解
を
深

める。木
村
さ
ん
は
子
育
て
の
苦

労
話
を
披
露
。
「
う
ど
ん
」

を
ほ
し
が
る
息
子
の
口
の
動

き
を
「
布
団
」
と
勘
違
い
し
、

寝
か
せ
よ
う
と
し
て
泣
か
せ

た
。
耳
の
聞
こ
え
る
祖
父
母

に
な
つ
い
て
寂
し
か
っ
た
と

い
う
。
当
時
使
っ
て
い
た
、

赤
ん
坊
の
泣
き
声
を
光
と
振

動
で
伝
え
る
補
助
具
を
持
参

し
た
。
木
村
さ
ん
は
フ
ァ
ク

ス
や
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機

能
を
例
示
し
、
「
年
を
取
れ

ば
誰
で
も
耳
が
聞
こ
え
に
く

く
な
る
。
便
利
な
道
具
も
あ

る
の
で
工
夫
し
て
会
話
し
て

み
よ
う
」
と
話
し
た
。

西
村
瑠
夏
さ
ん
（
1
1
）
は

「
耳
が
聞
こ
え
な
い
の
は
か

わ
い
そ
う
だ
と
患
っ
た
け

ど
、
便
利
な
道
具
が
あ
っ
て

良
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

【
加
藤
明
子
】

ゲ
ー
ム
通
じ
障
害
を
理
解

◆
甲
賀
市
立
甲
南
第
2

小
学
校
　
甲
賀
市
甲
南
町

形
谷
2
0
4
6
。
全
7
学

級
。
児
童
数
1
2
0
人
。

1
8
7
4
年
、
昇
道
学
校

と
し
て
創
立
。
尋
常
小
学

校
、
国
民
学
校
を
経
て
、

2
0
0
4
年
に
現
在
の
名

称
に
な
っ
た
。
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運転手の死角を確認

一・一．－∵・l

し
ゃ
が
み
込
ん
で
運
転
手
の
死
角
を
体

験
す
る
児
童
た
ち
1
－
愛
知
川
東
小
で

大
型
車
の
死
角
や
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
を
学

ぶ
交
通
安
全
教
室
が
二
十
日
、
愛
荘
町
の
愛
知
川

東
小
学
校
で
あ
り
、
全
校
児
童
三
百
七
十
人
が
参

加
し
た
。
ヤ
マ
ト
運
輸
滋
賀
主
管
支
店
が
主
催
。
児
童
た

ち
は
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
四
方
に
張
っ
た
ゴ
ム
ひ
も

の
内
側
に
し
ゃ
が
み
込
み
、
運
転
手
か
ら
見
え
な

い
死
角
の
広
さ
を
体
験
。
同
社
の
社
員
た
ち
は

「
運
転
手
か
ら
は
こ
れ
だ
け
見
え
な
い
場
所
が
あ

る
。
車
の
周
り
で
遊
ん
で
は
い
け
な
い
よ
」
と
指

導
し
た
。
自
転
車
の
乗
り
方
で
は
、
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
具

合
と
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
の
関
係
な
ど
、
日
ご
ろ
の

点
検
の
大
切
さ
を
強
調
し
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

｝
：
つ
に
呼
び
掛
け
て
い
た
。

教
室
は
、
県
教
育
委
員
会
が
つ
く
る
「
し
が
学
校

支
援
セ
ン
タ
ー
」
．
が
仲
介
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
学

校
側
の
希
望
と
、
地
域
の
協
力
企
業
・
団
体
を
つ

な
い
で
、
交
通
安
全
や
調
理
体
験
、
環
貰
問
題
な

愛
知
川
東
小
で
交
通
安
全
教
室
絹
硝
青
銅
鍼
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⑮㊨

押し

ビジネスマナー研修で相手の目を見て、あいさつ
する中学生＝＝湖南市立日枝中学校で

絹
．
－
無
籍
番
畑
塊
増

二
で
撃
呈
二
●
了．㌫∴二・、ト〃

音
等
ヱ
圭

鱒
∴
寺
苓
手
筈
嘉

2
人
1
組
で
向
き
合
い
、

相
手
の
目
を
見
る
。
く
す
く

す
。
笑
み
が
こ
ぼ
れ
表
情
が

緩
ん
だ
。
自
然
と
声
が
大
き

く
な
る
。
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
。
湖
南
市
立
日
枝

中
学
の
2
年
生
は
6
月
の
職

場
体
験
を
前
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
研
修
を
受
け
、
接
客
ロ

ー
ル
プ
レ
ー
に
挑
戦
し
た
。

実
習
先
に
電
話
で
面
談
の

予
約
を
入
れ
る
際
に
必
要
な

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
の
が

目
標
だ
。
講
師
は
企
業
の
新

人
研
修
や
旅
館
の
接
客
指

導
な
ど
を
2
0
年
以
上
続
け

る
彦
根
市
の
人
材
開
発
業
、

上
田
一
章
さ
ん
（
6
1
）
が
務
め

た。
目
を
合
わ
せ
、
相
手
か
ら

見
た
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
。
同
じ
列
の
生
徒
と
お
じ

ぎ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ

る
の
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
基

本
を
学
ぶ
た
め
だ
。
上
田
さ

ん
は
「
作
り
笑
顔
は
い
ら
な

い
。
企
業
も
学
校
も
信
頼
関

係
の
基
本
は
同
じ
」
と
あ
い

さ
つ
、
返
事
、
笑
顔
の
三
つ

だ
け
を
練
習
さ
せ
た
。

今
年
3
月
、
「
1
0
年
後
の

自
分
」
を
発
表
し
た
。
菓
子

職
人
や
保
育
士
、
気
象
予
報

士
、
科
学
者
な
ど
に
な
る
夢

を
語
る
生
徒
が
い
た
。
そ
の

一
方
で
、
「
高
校
は
卒
業
し

た
い
」
　
「
安
定
し
た
生
活
を

送
り
た
い
」
と
い
う
漠
然
と

し
た
答
え
も
多
か
っ
た
。

研
修
後
、
若
藤
拓
也
君

（
1
3
）
は
「
普
段
、
至
近
距
離

で
友
達
と
目
を
合
わ
せ
る
こ

と
は
少
な
い
か
ら
緊
張
し
た

け
れ
ど
、
面
白
か
っ
た
」
と

話
し
た
。
将
来
の
夢
は
？

「
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
作
り
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

【
加
藤
明
子
】

マ
ナ
ー
研
修
信
頼
関
係
学
ぶ

◆
湖
南
市
立
日
枝
中
学

校
　
湖
南
市
岩
根
4
9
9

の
3
5
1
。
1
9
8
3
（
昭

和
5
8
）
年
、
甲
西
町
立
甲

西
中
学
校
か
ら
分
離
独

立
。
1
1
学
級
。
3
4
3
人
。



必
佐
小
6
年
　
卒
業
前
に
実
践

【
日
野
】
　
卒
業
式
を
間
近
に
控
え
た
日
野
町
立

必
佐
小
学
校
の
六
年
生
五
十
三
人
が
五
日
、
し
が

学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
連
携
授
業
と
し
て
、

滋
賀
掃
除
に
学
ぶ
会
の
メ
ン
バ
Ⅰ
約
二
十
人
か
ら

〝
ト
イ
レ
掃
除
″
を
教
わ
っ
た
。

平
成
八
年
発
足
の
滋
賀

掃
除
に
学
ぶ
会
は
、
掃
除

を
通
し
て
心
ま
た
社
会
の

荒
み
（
す
さ
み
）
を
な
く

す
こ
と
を
目
指
し
、
各
学

校
で
の
実
践
を
通
し
て
掃

除
の
意
義
や
掃
除
道
具
の

効
率
的
な
使
い
方
を
伝
え

る
活
動
も
展
開
し
て
い
る
。

同
会
の
後
藤
敬
一
代
表

（
滋
賀
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
株

式
会
社
社
長
）
は
、
「
六
年

間
お
世
話
に
な
っ
た
ト
イ

レ
へ
の
恩
返
し
だ
け
で
な

く
、
在
校
生
に
気
持
ち
の

い
い
ト
イ
レ
を
提
供
す
る

目
的
も
あ
る
。
下
級
生
の

た
め
に
し
て
あ
げ
る
こ
と

で
下
級
生
が
幸
せ
に
な
り
、

そ
し
て
下
級
生
が
喜
ぶ
こ

こ
び
り
着
い
た
便
器
の
汚
れ
を
道
具
を
使
い
分
け
て

落
と
す
6
年
生
た
ち

と
が
自
分
た
ち
の
喜
び
へ

と
変
わ
る
よ
う
、
力
を
結

集
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
掛
け
た
。

六
年
生
と
同
会
メ
ン
バ

ー
は
五
班
に
分
か
れ
、
校

舎
内
の
ト
イ
レ
を
約
一
時

闇
半
か
け
て
掃
除
。
便
器

の
奥
底
に
こ
び
り
着
い
た

汚
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
、

「
汚
い
恐
怖
症
に
な
り
そ

う
や
」
と
顔
を
歪
め
て
い

た
児
童
も
、
最
後
は
手
を

突
っ
込
ん
で
汚
れ
と
格
闘

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

野
田
昂
陽
君
は
「
想
像

以
上
に
悲
惨
な
汚
れ
で
大

変
や
っ
た
け
ど
、
落
ち
て

い
く
と
気
持
ち
良
か
っ
た
。

下
級
生
に
は
き
れ
い
に
使

い
続
け
て
ほ
し
い
」
と
笑

顔
を
見
せ
、
巻
本
紗
奈
さ

ん
も
「
便
器
の
中
に
手
を

入
れ
る
の
は
嫌
や
っ
た
け

ど
、
き
れ
い
に
な
っ
た
ら

う
れ
し
く
な
っ
中
旬
家
の
ト

イ
レ
掃
除
も
や
っ
て
み
よ

，
ヨ
」
母
っ
」
と
話
し
て
い
中
旬

l
H
晶
V
Y
人
∧
轡
）
人
品
V
Y
入
◎
Y
八
人
轡
∨
人
A
轡
Y
八
・
㊥
Y
入
鹿
Y
V
人
▲
㊥
Y
ハ
侃
Y
Y
入
鹿
Y
V
入
金
Y
V
人
命
Y
V
八
八
や
Y
人
∧
轡
Y
入
◎
Y
入
鹿
Y
Y
入
金
V
Y
人
㊥
Y
八
色
1
八
人
轡
Y
入
鹿
V
V
人
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草
畢
帝
廓

遊
具
ペ
ン
キ
塗
り
挑
戦

愛
荘
秦
荘
西
小
生
卒
業
記
念
に

愛
荘
町
の
秦
荘
西
小
学

校
六
年
生
三
十
五
人
が
二

十
五
日
、
卒
業
記
念
に
校

庭
の
遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
り

に
挑
戦
し
た
。

彦
根
市
南
川
瀬
町
の
塗

装
会
社
「
お
か
け
ん
リ
フ

オ
ー
ム
」
の
職
人
五
人
が

指
導
し
た
。
は
け
と
ペ
ン

キ
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
校
庭
に
あ
る
鉄
棒
、

平
行
棒
、
う
ん
て
い
な
ど

を
次
々
に
塗
装
。
緑
、

責
、
ピ
ン
ク
な
ど
に
塗
ら

う
ん
て
い
を
塗
装
す
る
児
童
た

ち
＝
愛
荘
町
の
秦
荘
西
小
で

れ
た
遊
具

が
、
校
庭
を

カ
ラ
フ
ル
に

彩
っ
た
。
塗
装
に
熱

中
す
る
あ
ま

り
、
顔
や
洋

服
に
ペ
ン
キ

を
つ
け
て
し

ま
う
児
童

も
。
和
田
法

将
君
は
「
同

じ
姿
勢
で
い

る
と
腰
が
痛

く
な
る
け
ど
、
ペ
ン
キ
塗

り
は
初
め
て
な
の
で
楽
し

い
」
と
丁
寧
に
は
け
を
動

か
し
て
い
た
。

県
教
育
委
員
会
が
、
地

域
住
民
や
地
元
企
業
に

専
門
的
な
知
識
や
技
能
を

生
か
し
た
授
業
を
し
て

も
ら
お
う
と
、
二
〇
〇
七

年
か
ら
取
り
組
む
県
学

校
支
援
事
業
の
一
環
で
実

施
し
た
。

（
辻
井
勇
太
）




































































	img001
	shinbun
	img003
	shinbun
	4
	shinbun
	img001
	shinbun




